








The Caries Prevalance Among Children in Shijiazhuang Cty, China
SYUNJI HAYASHI MASAO MURAI TSUNEO HASHIBA
TAKENOBU KUSANAGI MITSUTAKE ISSHI YOSHIO MURAI
HlSASHI KATAGIRI KAZUHIKO SHIMURA MASAKAZU KASAHARA































































3歳 4歳 5歳 6歳 合計
♂ 10 13 13 10 46
♀ 7 10 8 16 41
合計 17 23 21 26 87
表2　石家荘市検診結果
3歳 4歳 5歳 6歳 合計
1人平均
普@数
19．6本 19．9本 19．9本 18．4本 19。4本
罹患者率 82．4％ 91．3％ 95．2％ 96．2％ 92．0％
う蝕罹
ｳ歯率
20．7％ 27．4％ 37．6％ 36．0％ 31．0％
1人平均
､歯数
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3　歳 4　歳 5歳 6歳 3　歳 4　歳 5歳 6歳
歯列不正 2 1 0 0 1
0 1 1











良　　い 4 2 4 2
2 1 3 1
普　　通 5 9 6 4 5
7 4 13
口腔清掃
悪　　い 1 2 3 4
0 2 1 2
合　　計 10 13 13 10
7 10 8 16
歯肉炎












年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 1686 866 87 87 87 86 85 86 87 87 87 87 総数 820 85 86 82 81 72 73 79 81 85 86
3 333 169 17 17 17 17 17 16 17 17 17 17 3 164 17
●17
15 17 17 17 16 14 17 17
総数 4 457 230 23 23 23 23 23 23 23 23 23 23　総数 4 227 23 23 22 22 23 23 23 22 23 23
5 418 210 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 5 208 20 20 20 20 19 19 20 20 20 20
6 478 257 26 26 26 25 24 26 26 26 26 26 6 221 25 26 25 22 13 14 20 25 25 26
総数 911 459 46 46 46 46 46 45 46 46 46 46 総数 452 46 46 45 46 43 43 45 46 46 46
3 199 100 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 3 99 10 10 10 10 10 10 9 10 10 10
男 4 259 130 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13　男 4 129 13 13 12 13 13 13 13 13 13 13
5 260 130 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 5 130 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13
6 193 99 10 10 10 10 10 9 10 10 10 10 6 94 10 10 10 10 7 7 10 10 10 10
総数 775 407 41 41 41 41 40 39 41 41 41 41 総数 368 40 41 38 36 30 31 35 36 40 41
3 134 69 7 7 7 7 7 6 7 7 7 7 3 65 7 7 5 7 7 7 7 4 7 7
女 4 198 100 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10　女 4 98 10 10 10 9 10 10 10 9 10 10
5 158 80 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 5 78 8 8 8 8 7 7 8 8 8 8





年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 1163 583 36 52 82 68 49 49 72 78 55 42 総数 580 25 42 79 80 68 68 76 78 41 23
3 264 129 11 12 17 14 10 9 14 17 15 10 3 135 9 11 15 17 17 17 16 14 11 8
総数 4 332 165 13 18 22 18 11 12 20 22 17 12　総数 4 167 8 12 20 22 23 22 21 19 14 6
5 261 121 4 10 19 17 11 10 17 17 8 8 5 140 2 10 20 20 17 17 20 21 9 4
6 306 168 8 12 24 19 17 18 21 22 15 12 6 138 6 9 24 21 11 12 19 24 7 5
総数 639 313 20 31 45 34 24 27 38 41 29 24 総数 326 14 22 43 44 40 39 42 45 23 14
3 157 76 6 7 10 8 6 6 8 10 8 7 3 81 5 6 10 10 10 10 9 10 7 4
男 4 189 91 6 11 13 9 4 7 11 13 11 6　男 4 98 5 8 10 13 13 12 12 12 8 5
5 174 82 4 7 12 11 8 7 11 10 6 6 5 92 2 6 13 12 12 12 12 13 7 3
6 119 64 4 6 10 6 6 7 8 8 4 5 6 55 2 2 10 9 5 5 9 10 1 2
総数 524 270 16 21 37 34 25 22 34 37 26 18 総数 254 11 20 36 36 28 29 34 33 18 9
3 107 53 5 5 7 6 4 3 6 7 7 3 3 54 4 5 5 7 7 7 7 4 4 4
女 4 143 74 7 7 9 9 7 5 9 9 6 6　　女 4 69 3 4 10 9 10 10 9 7 6 1
5 87 39
『
3 7 6 3 3 6 7 2 2 5 48
一
4 7 8 5 5 8 8 2 1








年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 30 7 2 1 0 0 0 1 0 0 2 1 総数 23 8 7 0 0 0 0 0 0 3 5
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
総数 4 4 1 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一　総数
4 3 1
一 一 一 一 一 一 一 一
2




2 1 5 11 3 2
一 一 一 一 一 一
3 3
6 9
一 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一
6 9 4 5
一 一 一 一 一 一 一 一
総数 8 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 総数 6 2 2 0 0 0 0 0 0 1 1
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
男 4 2 1 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一　　男
4 1 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
5 5 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
1 5 4 1 1
一 一 一 一 一 一
1 1
6 1




一 一 一 一 一 一 一 一
総数 22 5 1 1 0 0 0 1 0 0 2 0 総数 17 6 5 0 0 0 0 0 0 2 4
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 4 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一　　女
4 2
一 一 一 一 一 一 一 一 一
2






5 7 2 1
一 一 一 一 一 一
2 2
6 8
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
6 8 4 4





年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 493 277 50 34 5 20 37 33 15 9 30 44 総数 216 53 38 4 2 5 5 4 4 42 59
3 69 40 6 5
一
3 7 7 3
一
2 7 3 29 8 6
一 一 一 一 一 一
6 9
総数 4 121 65 10 5 1 6 12 10 3 1 6 11　総数 4 56 14 11 2 一 一 一
2 3 9 15
5 140 83 16 10 2 4 10 10 4 4 11 12 5 57 16 9 1 1 3 3 1
一
9 14
6 163 89 18 14 2 7 8 6 5 4 11 14 6 74 15 12 1 1 2 2 1 1 18 21
総数 264 145 26 15 1 13 22 17 8 5 17 21 総数 119 30 22 2 2 3 3 3 1 22 31
3 42 24 4 3
一
2 4 4 2
一
2 3 3 18 5 4
一 一 一 一 一 一
3 6
男 4 68 39 7 2
一
5 9 5 2
一
2 7　男 4 29 7 5 2 一 一 一
1 1 5 8
5 81 47 9 6 1 2 5 6 2 3 7 6 5 34 10 6
一
1 1 1 1
一
5 9
6 73 35 6 4
一
4 4 2 2 2 6 5 6 38 8 7
一
1 2 2 1
一
9 8
総数 229 132 24 19 4 7 15 16 7 4 13 23 総数 97 23 16 2 0 2 2 1 3 20 28
3 27 16 2 2
一
1 3 3 1
一 一
4 3 11 3 2
一 一 一 一 一 一
3 3
女 4 53 26 3 3 1 1 3 5 1 1 4 4　女 4 27 7 6 一 一 一 一
1 2 4 7
















年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 236 129 26 12 2 7 16 18 5 5 10 28 総数 107 29 18 3 1 3 3 3 2 18 27




1 5 3 19 6 4
一 一 一 一 『 一
4 5
総数 4 64 30 5 1 一
3 6 6
一 一
2 7　総数 4 34 9 8 2 一 一 一
2 2 4 7





6 70 44 10 4 1 2 5 5 2 3 3 9 6 26 5 3
一
1 2 2 1
一
5 7
総数 113 60 12 5 0 4 8 8 2 2 4 15 総数 53 14 9 2 1 2 2 2 1 9 11




1 2 3 10 3 2
一 一 一 一 一 一
2 3
男 4 34 19 4 1
一
2 4 3
一 一 一 5　男 4 15 4 3 2 一 『 一 1 1 2 2




1 1 5 5 16 6 2
『 一 『 一 一 一
4 4
6 25 13 3
一 一
1 1 1 1 1 2 3 6 12 1 2
一
1 2 2 1
『
1 2
総数 123 69 14 7 2 3 8 10 3 3 6 13 総数 54 15 9 1 0 1 1 1 1 9 16




3 3 9 3 2
一 一 一 一 一 一
2 2




2 2　　女 4 19 5 5 一 一 一 一
1 1 2 5





6 45 31 7 4 1 1 4 4 1 2 1 6 6 14 4 1





年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 189 125 18 15 3 13 21 13 9 3 18 12 総数 64 17 11 1 1 2 1 1 2 13 15
3 28 20 2 2
一
3 5 4 2
一
1 1 3 8 1 2
一 一 一 一 　 一
2 3
総数 4 47 33 5 3 1 4 6 2 3 1 4 4　総数 4 14 4 1 一 『 一 一 一
1 4 4
5 67 45 8 6 1 2 7 6 2 2 7 4 5 22 6 5
一
1 2 1 1
一
2 4
6 47 27 3 4 1 4 3 1 2
『
6 3 6 20 6 3 1
一 一 一 一
1 5 4
総数 112 73 12 6 1 10 14 8 6 2 11 3 総数 39 13 7 0 1 1 1 1 0 6 9
3 17 11 2 1
一




3 6 1 2
一 『 一 一 一 一
1 2
男 4 27 19 3
一 一
4 5 1 2
一
2 2　　男 4 8 3 一 一 一 一 一 　 一
2 3
5 48 31 6 4 1 1 4 4 2 2 6 1 5 17 4 4
一
1 1 1 1
一
1 4
6 20 12 1 1
一




6 8 5 1
一 一 一 『 一 一
2
一





1 3 2 1
一 一
1 3 2
一 一 一 一 一 一 一 一
1 1
女 4 20 14 2 3 1
一
1 1 1 1 2 2　　女 4 6 1 1 一 一 一 一 一
1 2 1














4 3 6 12 1 2 1








年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 53 17 5 5 0 0 0 0 0 1 2 4 総数 36 6 8 0 0 0 1
0 0 8 13
3 2 1
一 一 一 一 一 『 一 一 一
1 3 1 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
総数 4 8 1 一
1
一 一 一 一 一 一 一 一　総数
4 7 1 2
一 一 一 『 一 一 一
4
5 9 2 1
一 一 一 一 一 一 一 一





6 34 13 4 4
一 一 一 『 一
1 2 2 6 21 3 5
一 一 一 一 一 一
6 7
総数 34 10 1 3 0 0 0 0 0 1 2 3 総数 24 3 6 0 0 0 0
0 0 5 10
3 2 1
一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一
1 3 1 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
男 4 6 1 一
1




一 一 一 一 一 一 一
3
5 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
5 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
1
6 25 8 1 2
一 一 一 一 一
1 2 2 6 17 2 4
一 一 一 一 一 一
5 6
総数 17 7 4 2 0 0 0 0 0 0 0 1 総数 12 3 2 0 0 0
1 0 0 3 3
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3
一 一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一
女 4 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一　　女
4 2 1
一 一 一 一 一 一 一 一
1
5 8 2 1
一 一 一 一 一 一 一 一





6 9 5 3 2
一 一 一 一 一 一 一 一
6 4 1 1





年齢 総数 上顎計 歯 種 年齢 下顎計 歯 種
E D C B A A B C D E E D C B A A B C D E
総数 15 6 1 2 0 0 0 2 1 0 0 0 総数 9 1 1 0 0 0 0 0 0 3 4
3 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
1
総数 4 2 1 一 一 一 一 一
1
一 一 一 一　総数
4 1




一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
5
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一




6 7 1 1
一 一 一 『 一 一
2 3
総数 5 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 総数 3 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1
3 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一
1
男 4 1
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一　　男
4 1




一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
5
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
6 3 2 1 1
一 一 一 一 一 一 一 一
6 1
一 一 一 一 一 一 一 一
1
一
総数 10 4 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 総数 6 1 1 0 0 0 0 0 0 1 3
3
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
3
一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一
女 4 1 1 一 一 一 一 一
1
一 一 一 一　　女
4
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
5
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
5







6 6 1 1


















































3歳児 4歳児 5歳児 6歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
健全歯数 129（763） 165（714） 121（576） 168（654） 健全歯数 135（823） 167（739） 140（673） 138（624）
処置歯数 0（00） 1（04） 6（29） 0（00） 処置歯数 0（00） 3（13） 11（53） 9（41）
未処置歯数 40（237） 65（282） 83（395） 89（346） 未処置歯数 29（177） 56（248） 57（274） 74（335）
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3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
健全歯数 264（793） 332（726） 261（624） 306（640）
処置歯数 0（00） 4（09） 17（41） 9（19）
未処置歯数 69（207） 121（265） 140（335） 163（341）




3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
C1 19（48。0） 30（460） 36（430） 44（49．0）
C2 20（50．0） 33（510） 45（540） 27（30．0）
C3 1（2．0） 1（15） 2（30） 13（15．0）









































































































● n胴　　問縛　　　“ 吉　司 x　　　　“其　　“
灯　　　冨“　　　灯貝 扉烏“　　　其　ぼ 口叉“c　　“　　究■ “
■ 口“x　　灯“　　a x　　　汀　ス 去　　ロ　πロ　1 汀F凋　　π　　＝’
ば　　　江灯 “　　　　　＝　貝 “　　ロ　　ロ　　　　“x ＝　怠“　　　““
一●≡w●≡
に　　　　口r“口 x翼　　　覧　ハは 紘　　口　　　梶罵 只　“鷺v開　　路対
，，，＝一 ’
胴　　　口聞　　”回 頁ぶ漠　　　採　R☆ 漏　　頁　　　貝　　““腸 n江　江罵　　　ロ烏
一一
■ 口x　　　口x　　n“ “　　　　　　　Rn “　　“x口　　定 酒　冥　　“　x　　隅
，，一一

































































































3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
C1 19（66．0） 34（610） 28（490） 26（35．0）
C2 8（28．0） 14（250） 22（390） 20（27．0）
C3 1（3。0） 7（120） 7（120） 21（28．0）




3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
C1 38（550） 64（53．0） 64（460） 70（43．0）
C2 28（410） 47（39．0） 67（480） 47（29．0）
C3 2（3．0） 8（6．5） 9（60） 34（21．0）




























































3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
罹患者率 66．7％ 83．4％ 89．9％ 90．5％
1人平均う蝕歯数
@（Co含む）
4．29本 6．08本 8．21本 8．08本
1人平均う蝕歯数
iCo含まない）
3．92本 5．07本 7．71本 7．75本
日本での3歳児から6歳児までの未処置歯数は
78％であり，年齢別では3歳児92％，4歳児82％，
5歳児72％，6歳児74％であり，いずれも日本の
方が未処置歯は少なく，特に5歳児，6歳児にそ
の差が大きい．これは歯科的問題のみならず，小
児保健レベルで現在実施されている乳幼児早期か
らの公費健診制度などによる早期発見，早期指導，
それによる早期治療が普及していることやマスコ
ミの健康キャンペーンなどによる母親の子供に対
する健康基準の向上などによるものと考えられ
る．
6）年齢別未処置歯の進行度分類
　著者らは日中両国間のう蝕の罹患程度の質的な
違いを知ることを目的に診断上の正確性にはやや
劣るが日本独自に臨床上あるいは公衆衛生上，現
在広く使用されている永久歯の進行度分類17）を乳
歯に準用して調査，検討を行なった．
　上下顎ではC、は3歳児38本（55％），4歳児64本
（53％），5歳児64本（46％），6歳児70本（43％），
C2は3歳児28本（41％），4歳児47本（39％），5
歳児67本（48％），6歳児47本（29％），C3は3歳
児2本（3％），4歳児8本（7％），5歳児9本
（6％），6歳児34本（21％），C4は3歳児1本
（1％），　4歳膓H．2本（2％），　5歳膓巳0本（0％），
6歳児12本（7％）である．3歳児と4歳児では
C、が50％以上を占め，続いてC2が多く，3～5歳
児ではC、，C2が90％以上を占めている．　C3，　C4は
6歳児が最も多い．
　日本ではC，は3歳児354本（41％），4歳児441本
（35％），5歳児368本（24％），6歳児286本（18％），
C2は3歳児423本（48％），4歳児606本（48％），
5歳児700本（46％），　6歳児750本（46％），C3は
3歳児78本（9％），4歳児155本（12％），5歳児
315本（21％），6歳児359本（22％），C4は3歳児
21本（2％），4歳児57本（5％），5歳児144本
（9％），6歳児237本（14％）である．全年齢を
通じて最も高いのはC2であった．C3，C、は増齢的
に増加している．日本と中国では全年齢を通じて
C、は中国の方が高率でC2は日本の方が高く，う蝕
罹患質的程度は中国の方が軽度であることがうか
がえる．特に5歳児，6歳児でC、，C2合計を比較
すると中国ではきわめて高率であるのに対し，日
本では高度なう蝕に推移しており，C3，　C、の重度
なう蝕は中国では9％であるのに対し日本では
松本歯学　15（3）1989
23％ときわだった違いがみられた．上下顎別にみ
ると，上顎では3～5歳児はCiとC2合計が79％
以上を占め，いずれの年齢もC2の方が高率である
が6歳児だけはC，の方が高く両者を合計しても
80％に満たない状況であった．C3は増齢的に増加
しC4は3歳児，5歳児で0％である．　C3，　C4の最
も高いのは6歳児であった．日本では，3，4歳
児はC、とC2で90％以上を占めているが5歳児で
は75％，6歳児では68％となり，C3，　C4が増加し
ていた．中国の方がC，，C2は日本より多く，　C3，
C、になると日本の方が多く，日本における重度う
蝕が高率で存在する傾向が示唆された．
　下顎では全年齢でC、が最も多く，続いてC2，　C3
C4となっており，5歳児だけがC40％である．日
本は全年齢とも半数以上がC、とC2である．特に
C2の占める割合の最も高い5歳児，6歳児では，
C3の方がCiより多く，6歳児ではC4がClより多
いことが特徴的である。日本ではC3，　C、の占める
割合が増齢的に増加しているのに対して中国では
C、が6歳児では最も高くなっているものの，5歳
児では全く認められなかった．
結 論
　著者らは1982年中国石家荘市の幼児（3歳児
～6歳児）87名について歯科的検診を実施し，以
下の結論を得た．
（1）一人平均う蝕歯数は平均6．2本でありう蝕罹
患者率は年齢的に増加しているが全年齢を通じて
日本より高い．
（2）う蝕の程度は，3歳児，4歳児，6歳児でC、
が最も多く，C2がそれに続いている．5歳児だけ
はC2の方がClより多いものの3～5歳児のClと
C2は6歳児が最も多く28％である．一方日本では
6歳児のC3，　C4は36％に達する．
（3）日本では全年齢を通じてC2がほぼ50％を占
め，続いてClが多い．6歳児ではC3がCIより多
くC、は14％出現していることが特徴的である．
（4）中国では歯科検診を通じての早期発見，早期
指導，早期治療のシステムがなく，自覚症状がな
いかぎり放置されていた．
　ブラッシング習慣は日本程定着しているとはい
えないものの，食物の性状や調理法が異なること，
砂糖の消費量が日本と比較して少ないことなど，
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間食を含めた食生活も日本とは異なるため，う蝕
の進行は日本ほど急激ではなく，歯肉炎の発現頻
度は少なかった．
（5）不正咬合の出現は日本とほぼ同率であり，歯
列不正6例，下顎前突1例，癒合歯9例が認めら
れた．癒合歯は3歳の女子に6例出現しているも
のの，5歳，6歳では全く認められなかった．
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